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バイテク作物の栽培面積推移 1996～2016年
先進工業国と開発途上国の対比

• 栽培面積は1億8,510万ヘクタールにまで達した。
• 1996年の栽培面積から110倍に増加した。
• 栽培面積は累計21億ヘクタールに達した。
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バイテク作物の栽培面積の推移（世界合計／形質別）
：1996～2016年

• 世界のバイテク作物栽培面積のうち、除草剤耐性が47％、
スタック形質が41％を占める。
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主要バイテク作物の栽培面積（世界合計）
と導入率（%）：2016年

出典：ISAAA, 2016
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• GMダイズの栽培面積は世界におけるバイテク作物の栽培面積の50％を占める

バイテク作物の栽培面積の推移（世界合計／作物別）
：1996～2016年
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バイテク作物栽培国と主要栽培国* ：2016年

出典：ISAAA,2016.*バイテク作物の栽培面積が5万ヘクタール以上の栽培国（18ヵ国）



バイテク作物の国別栽培状況：2016年

• 栽培面積上位5カ国は開発途上国の3ヵ国（ブラジル、アルゼンチン、インド）
と先進工業国2ヵ国（米国、カナダ）で、全世界のバイテク作物の栽培面積の
91％を占めた。

50,000ヘクタール以上の栽培国

50,000ヘクタール以下の栽培国

2016年の世界のバイテク作物栽
培面積は1億8,510万ヘクタール
、2015年対比で540万ヘクタール
の増加、3%の伸長率であった。

バイテク作物栽培国（26カ国）

出典：ISAAA, 2016.
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2. ブラジル*
3. アルゼンチン*
4. カナダ
5. インド*
6. パラグアイ*
7. パキスタン*
8. 中国*
9. 南アフリカ*
10. ウルグアイ*
11. ボリビア*
12. オーストラリア
13. フィリピン*
14. ミャンマー*
15. スペイン
16. スーダン*
17. メキシコ*
18. コロンビア*
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開発途上国: 9,960万ヘクタール
先進工業国: 8,550万ヘクタール

出典：ISAAA,2016.

1億8,510万ヘクタール

2016年におけるバイテク作物栽培面積（世界合計）に
占める先進工業国と開発途上国の割合
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